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令和２年度第５回浦安市自立支援協議会 議事録

○「障がい」の表記について

法律名、団体名等固有の名称を除き「障害」は「障がい」と、「害」を「がい」とひらがな表記します。

（例）障がい者福祉センター、身体障がい者福祉センター など

○委員名の表記について

障がい当事者あるいはそのご家族である委員のプライバシーの保護の観点から、また、委員は団体等を代

表としてご参加いただいていることから、発言者の名称には、団体名等を掲載します。

１．開催日時 令和３年３月10日（水）（書面開催）

２．出席団体名

和洋女子大学（会長）、浦安手をつなぐ親の会（副会長）

千葉商科大学、浦安市視覚障害者の会トパーズクラブ、浦安市聴覚障害者協会、ＮＰＯ法人フレンズ

社会福祉法人なゆた、社会福祉法人敬心福祉会、社会福祉法人パーソナル・アシスタンスとも

社会福祉法人サンワーク、ＮＰＯ法人タオ、ＮＰＯ法人千楽、社会福祉法人佑啓会

介護給付費等の支給に関する審査会、株式会社オリエンタルランド、浦安市社会福祉協議会

千葉県立市川特別支援学校、福祉部（部長）、こども発達センター、教育研究センター

３．議題

（１）部会活動報告について

（２）令和３・４年度の自立支援協議会の組織について

（３）その他

４．資料

議題１資料１ 部会活動報告

議題１資料２ 相談支援部会活動報告（相談事例集）

議題２資料 令和３・４年度の自立支援協議会の組織について

議題３資料 令和２年度地域生活支援拠点事業実績（速報値）
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５．議事

上記の議題について、委員から意見をいただいた。

（１）部会活動報告について

・特になし

（２）令和３・４年度の自立支援協議会の組織について

・特になし

（３）その他

・特になし



浦安市自立支援協議会（令和２年度第５回）次第

令和３年３月 10 日（水）

書面開催

１ 開会

２ 議題

（１）部会活動報告について

（２）令和３・４年度の自立支援協議会の組織について

（３）その他

３ 閉会
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部会活動報告

・第３回権利擁護部会

・第２回本人部会

・第３回こども部会

・第３回相談支援部会

・第３回地域生活支援部会
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部会活動報告
部会名 令和２年度 第３回 権利擁護部会 ＊作業部会（無）

日 時 ※書面開催 （当初の予定）令和３年１月 22 日（金）

■報告事項

①

議 題 第４回自立支援協議会の協議内容の報告

協 議

内 容

11/26 開催の第４回自立支援協議会の内容報告、協議会からの意見を報告した。

（１）部会活動報告について

第２回権利擁護部会の内容についてリーダーより報告しました。今後は障がい

者の理解に係る動画などを次々作成して市のホームページにアップしたり、イベ

ントの代わりになるようなリモート周知を行うことも検討していかなければなら

ない、との意見がありました。

（２）東野地区複合福祉施設（東野パティオ）の紹介動画について

動画紹介後、地域生活支援拠点の運営状況について基幹相談支援センター、居

住棟多機能拠点を運営する社会福祉法人佑啓会から報告がありました。緊急ショ

ートで対応した案件があったこと、また、受け入れた後の次の段階の支援につい

て、行政や地域の事業所とすぐに協議できる体制が必要との課題も示されました。

（主な意見）

○ご指摘のとおり、SNS や動画配信も活用して、より幅広い年代・属性の市民に関

心を持ってもらえるよう、この機に周知活動の方法を検討する必要があると考

えます。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）

②

議 題 令和元・２年度権利擁護部会の振り返りと課題の整理

協 議

内 容

２年間の議論内容について、資料にまとめ、地域課題や成果、今後の課題につ

いて、各委員の意見を求めた。

（主な意見）

○障がいのある方に対する理解促進がまだ十分でない中、イベントが中止される

などコロナ禍で理解推進の活動が十分にできなかったことは残念。コロナ禍で

の理解推進策の検討が必要ではないでしょうか。

○権利擁護部会の範囲が広いので課題は多い。権利擁護部会が果たす役割と使命

(3 つの協議テーマ)、議論を経て導きだされた今後の課題、成果・目的達成に向

けた適切なプロセスと進行管理、一つひとつの課題解決、課題改善に向けて現

状を正しく見つめ、緊急性や優先順位を付けた集中議論に加えて行動実践、事

業化まで組み立て、結論づけていくことが必要。

○毎回、意見や質疑はそりなりにあがるが、テーマと逸脱したり、自己利益に係

る議論展開など、会議目的と異なる発言に翻弄されている向きもあり、中途半
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端な時間の共有になってしまっているのではないか。テーマと会議回数・時間

数を決めて、常に結論や方向性を導きだせる部会でありたい。

○障がい児の理解・啓発には、教育現場（幼稚園・学校）・教育委員への働きかけ

が必要。家庭教育学級・子育てミーティングなど学校や公民館主導の場へ積極

的にかかわっていける道筋が必要。近隣地域に比べ、障がいに関しての勉強会

講演会も少ないのではないか。障がいがあってもなくても、地域で安心して暮

らせる浦安であって欲しい。

○今後は具体的な事例の検討等を通じて、地域課題の共有と権利擁護に必要な仕

組みづくりを検討できれば有意義。

○周知啓発の方向性として、「障がい」は単に当事者とその家族の個人的な問題で

はなく、一般市民の意識を含めた社会環境の側に問題があるという「社会モデ

ル」の視点を浸透させていくことが重要。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）

③

議 題 令和２年度障害者週間、かがやくまちうらやすパネル展の取り組みについて

協 議

内 容

障害者週間や市役所市民ホールで開催したパネル展の取り組みについて報告した。

（主な意見）

○コロナ禍でのパネル展は有効であった。ただ、場所が市役所ホールでは見学者

が限定的と思われる。不特定多数の見物者に理解を図るため、新浦安駅前広場

で展示することはできないか。

○市役所 1階という場所は市民の目に触れる機会があり良かった。また多様性社

会推進課とのコラボも単独よりも広がりを持てた。

○パネル展の取り組みについて人権週間との共催でスペースが限られた面もある

が、根本は同じ問題なので、今後も共同開催することで、限られた予算の中で

相乗効果を狙うことも可能ではないか。また、より効果的な周知方法について

も検討していく必要がある。

○障害者週間に合同部会の講演会等活用してはどうか。

○コロナ禍での開催となったが、持続可能な多様社会の実現に向けては、希望の

灯りをともし続けることが重要。根気強く社会に立ちはだかる見えない壁と真

摯に向き合い、障がいのある人も、そうでない人もかけがえのない存在である

ことを周知・啓発していく理解促進活動、双方向のコミュニケーション活動、

心合わせづくりの「機会と場、時間の共有」が不可欠であり、時代の変化にマ

ッチしたプログラム内容で開催できるといい。

例えば、今回バージョンを 1つのコミュニケーションパッケージとして小中学

校へ出前展示することはできないか。最も伝えたい世代へ、興味関心を持って

いただく機会として、教育委員会・学校等の了解の下、説明要員(権利擁護部

会所属の委員等)を配置して展開してはどうか。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）
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④

議 題 高齢者・障がい者権利擁護協議会について

協 議

内 容

本市では高齢者及び障がい者に対する虐待の防止や障がいを理由とする差別の解

消、また、成年後見制度の利用促進についての情報交換及び状況把握などに関す

ることを協議する「高齢者・障がい者権利擁護協議会」という附属機関を設置し

ている。同協議会と本部会の関連する事項や、障がい者虐待などの具体的な事例

検討内容を本部会にも共有する方針とした。

（主な意見）

○設置目的、協議事項で関連する内容があることから協議会の協議内容を共有す

ることに賛同する。

○いろいろな協議会があるが、もっと横の連携があったらよい。

○上記協議会の存在を認知していなかったが、具体的な検討内容の共有は良いこ

とだと思う。協議会と権利擁護部会と重なるテーマも散見されるので、協議会

と権利擁護部会の役割の違い、役割分担、組織の立ち位置の違いなどを明確に

し、整理整頓が必要ではないか。

○協議会で検討した事例を当部会にも共有していただき、今後の予防策の検討に

つなげる必要がある。協議会の議題にあったセルフネグレクトについて、当部

会でも対策を検討したい。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）

⑤

議 題 東野パティオ（東野地区複合福祉施設）の紹介動画について

協 議

内 容

市ホームページにて公開している複合福祉施設「東野パティオ」の紹介動画につ

いて紹介。

（主な委員意見）

○すばらしい、立派な施設であると感じた。紹介動画は参考になると共に内容は

判りやすかった。通所棟「地域福祉センター」会議室は 10室あるが利用実績は

どの様な状況か。

○パティオの紹介動画に最初としては良い。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）
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部会活動報告
部会名 令和２年度 第２回 本人部会 ＊作業部会（無）

日 時 ※書面開催 （当初の予定）令和３年１月 25 日（月）

■報告事項

①

議 題
令和元年度・令和２年度の本人部会に参加した感想やご意見がありましたら、

教えてください。

協 議

内 容

（主な意見）

○コロナの影響もあり、開催が少なく、施設見学に行けなかったのは残念だった

が、有意義な時間だったと思う。

○自分とは違う障がいのある方のご意見も聞けて、参考になった。

○施設見学ができず残念だったが、個人的に東野パティオの見学会に参加し、素

晴らしい施設だと思った。本人部会で話題となったグループホームで、本人部

会の皆さんとご一緒に、1 泊 2 日位の体験生活をし、その結果を本人部会で話

し合ってみたかった。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）

②

議 題
令和３年度から、新しい委員で始まる本人部会で話し合ってほしいことなど

があれば、教えてください。

協 議

内 容

（主な意見）

○ガイドブックには項目が多く、目的ページにたどり着きにくいので、探し易く

なるように話し合ってほしい。

○障がいのある人たちの生活を今以上に充実させるにはどのような案があるか話

し合ってほしい。

○本人部会では、生活の場、金銭面でのお悩み・ご希望等に対するご意見が多か

ったと思う。障がい者の終の棲家・生活の場も議題に取り上げていってほしい。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）

③

議 題 その他

協 議

内 容

（寄せられた意見）

○２年間、良い経験をさせてもらった。今後もお手伝いできることがあれば、お

声をお掛け下さい。

○以前、ヘルパーさんと出掛けていたら、浦安駅前の行政センターとみずほ銀行

の入口は、車椅子は通れるが、扉が全開にしても止まらないので、一人だった

ら確実に入れないと思った。この件を相談できたら良いのにと思っていた。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）
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部会活動報告
部会名 令和２年度 第３回こども部会 ＊作業部会（無）

日 時 ※書面開催 （当初の予定）令和３年１月 26 日（火）

■報告事項

①

議 題 第４回自立支援協議会の協議内容の報告

協 議

内 容

第４回の自立支援協議会の内容について、事務局より報告をおこなった。

（主な意見）

○地域生活支援部会の「主な質疑」について、ミッテを使い勝手の良いものにし

ていただきたいとあるが、就労支援 B 型が終わってからも利用できるよう、開

放時間が午後６時までとなると紹介しやすい。また、医師の診断書でなく、受

給者証又はそらいろルームの紹介状等で利用が可能となれば利用しやすいと思

う。

○地域生活支援拠点の「緊急ショート」の対応案件の概要があったが、個人情報

に配慮しながら、どのような案件だったのかを報告があると、今後の緊急時の

利用についての参考になるのではないかと思う。

○第 2 回地域生活支援部会に示された「WheeLog!」というアプリを活用してみた

いと思った。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議  

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）

②

議 題 第２回こども部会 作業部会の報告

協 議

内 容

前回の第２回こども部会の作業部会（コロナ禍における水害発生時の課題につい

て話し合う）について、時間内に報告できなかった各グループの意見を報告した。

♦身体障がいのあるこどもの課題

・車椅子を使用している方も避難中ずっと座ったままではいられないので、横に

なれるスペースが必要。

・エレベーターが使用できなくなった場合、垂直避難の際に人手が必要。

・非常時に手伝ってもらえるよう近隣の方と普段からつながるようにしている。

・事業所の備蓄品の在庫状況などは職員で共有するようにしている。

・避難所の非常食において、普通食の摂取が難しい場合に対応できる食品の準備

が必要。

・身体だけではないが、興奮状態になり奇声を上げてしまう場合の周囲への対応

や、本人を落ちつかせる場所の提供が必要。

♦知的障がいのあるこどもの課題

・状況を理解させることやマスクをさせることが難しい。

・マスクができないことに対する周囲の理解が得られるのか不安。

・できれば在宅避難が良いと思うが、避難所にいないことで情報が遮断されるの
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が不安。

・自治会や地域の手助けが必要。

♦精神（発達）障がいのあるこどもの課題

・知らない人や知らない場所にいることができないので、基本的には在宅避難を

するが、家が浸水した時は逃げざるを得ない。

・避難する移動手段がない（一人で移動できない）方もいる。

・指定避難所まで遠く、事業所の利用者を連れていけるのか不安。

（主な意見）

○「知的障がいのあるこどもの課題」にある、「マスクができないこと」や「マス

クができないことに対する周囲の理解」ですが、事業所でも、マスクができな

い利用者さんが大変多くいるが、マスクの使用が「当たり前」になっている昨

今、この状況を周囲に受け入れてもらうことはとても根気のいる作業だと感じ

た。

○コロナは本人の特性だけでなく、ウイルスという見えないものからくる心の問

題（強迫性）との関わりや、感覚過敏との関わりなどがあるので、障がいの種

類に関わらず、「安心した暮らし」の為のマニュアルや心のケア（実際にブリー

フィングが発行されている）についての学校や施設でのとりくみが必要だと思

う。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）

③

議 題 令和元年度・令和２年度こども部会の振り返り

協 議

内 容

令和元年度・令和２年度のこども部会での協議内容や成果の報告と、令和３年度

以降の課題や議論する必要のある事項について意見を伺った。

（主な意見）

○事例検討の継続はとても良いと思う。

○こども部会の対象となるこどもの範囲が明確でない気がする。保育園や幼稚園

の頃は障がいや疾病が曖昧であったり、単に成長がゆっくりなこどももいる。

また、幼児～学童期にかけても、いわゆるボーダーといわれるこどもたちも多

く存在するので、そのことは全員で一度確認した方がいいと思う。そうするこ

とで、今後サポートファイルをどのように活用するか、どこに配布するかも範

囲が違ってくると考える。

○療育や教育委員会との連携、学校との連携の方法など課題は盛りだくさんだと

思うので、現場の困り度に目を向けていくことが必要だと思う。

○相談機関、教育機関、福祉事業所などから、適切な議題の提案をお願いしたい。

例えば、サポートファイルについて、これまでは利用する家族の体験談を聞く

ことが多かったが、学校や支援機関からも意見を伺いながら支援体制の充実を

図れればと思う。

○サポートファイルは、特に高校生世代以降の支援が手薄になることを学習支援

事業を行っていることから痛感していので、サポートファイルの取り組みは重
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要と考えるが、まだまだ、認知も含めて足りないように思う。

○サポートファイルについては、内容も充実した立派なファイルですが、渡す所

までで終わっている感がある。事業所からの声かけや、事業所間で共有してい

く姿勢が必要だと思う。

○こども部会の目的の部分で、生まれてから 18歳になるまでのこどもへの支援」

とあるが、2022 年に成人の年齢が 18 歳からになることも踏まえて、その年齢

の概念より、「親がいて、そのこども」という 8050 問題も視野に入れた「こど

も」に対しての協議が重要なのではないかと感じた。

○教育・福祉の連携に「医療」も含めた上での議題提起をしていくこともあって

いいのではないか。

○福祉の現場で勤務していると、教育・福祉の連携だけでは対応しきれず、「医療」

へのアプローチをしなくてはいけない場面も目にしてきた。その連携がスムー

ズにできていれば、常に関わり合いをしなくても、何かあった時にすぐに対応

ができるのではと思った。

○連携については、学校と地域だけでなく医療との関係も大切だと思う。そらい

ろでは多くの医療と連携を増やしている。学校、医療、関係機関の連携を続け

てほしい。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議  □自立支援協議会へ（報告・審議）

□その他（ ）

④

議 題 その他

協 議

内 容

浦安市障がい者福祉計画（素案）の市民意見提出手続の概要について報告。また、

その他、こども部会に関するご意見を伺った。

（主な意見）

○議題や時間設定を見直した方が良い。報告や説明などは配布物でも可能。

○コロナの影響で、さまざまな問題で困っている人が多いであろう中、話し合う

機会が減ってしまったことは残念。将来的なことを考え、どんな状況下でも困

り事を相談できる仕組み作りが必要だと思う。

○「障がい者福祉計画」の概略版もあると良いのではないかと思う。

○協議会の協議内容が、実際に福祉の現場で生かされるような、事業所で働く一

人ひとりの職員さんが変化や成果を実感できるような協議をしていくことが必

要だと思う。

○書面開催というのは、あまり「参加」する意識を実感できないので、可能であ

れば、今後「オンライン」などを活用すると良いと思う。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議  □自立支援協議会へ（報告・審議）

□その他（ ）
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部会活動報告
部会名 令和２年度 第３回 相談支援部会 ＊作業部会（無）

日 時 ※書面開催 （当初の予定）令和３年２月２日（火）

■報告事項

①

議 題 第４回自立支援協議会の協議内容の報告

協 議

内 容

第４回の自立支援協議会の内容について、事務局より報告をおこなった。

（主な意見）

○本人部会の議題２についてパティオのＧＨの入居者区分が 16 名中 15 名が区分

4 以上である事に受入側のスタッフの方には大変負担が大きく、十分な体制が

取れているのか心配しております。

また、それだけ高区分の方の需要が高く、待機していらっしゃる方の多い中、

2 年後に速やかに現利用者が移動できるのか、相談員としては今から大きな課

題となります。

○昨年末に全国手をつなぐ育成会連合会の主催で「啓発キャラバン隊オンライン

研修会」がありました。浦安では中々こうした活動が進んでいませんが、県内

他市では熱心に取り組まれている育成会もあります。啓発活動について更に取

り組みが必要かと考えます。

○リモート会議について

リモートの課題点はありますが、次年度に向けての検討が必要だと思われます。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）

②

議 題 第２回相談支援部会の振り返りについて

協 議

内 容

前回の第 2回相談支援部会の内容について、報告をおこなった。

（主な意見）

○発達障がい者等地域活動支援センターミッテ Mitte について、せっかくの素晴

らしい施設ですので、現在の運営方向をもう少し多様化して頂き、就労ＡＢの

知的障害の方でも利用しやすい環境だとありがたいと思います。開館時間の延

長、土曜日のカリキュラムを討論会以外にも設ける等より、多くの障がいをお

持ちの方のご利用もご検討頂きたいと思います。

とはいっても、精神、引きこもりの方が安心して利用できる環境維持の為には

障がいの中でも区別化も必要と言うことも理解出来ます。

○障がいサービスから介護保険へ移行すると、サービスを利用する際自己負担金

が発生する、今までよりサービスを受けられる量も減る為、移行の現状は厳し

く、ご本人に受入れて頂くのに時間がかかる事を実感致します。ご家族が経済

的に困窮においこまれることもあり、世帯分離と生活保護の検討も見られます。

○知的障がい者を多数雇用する特例子会社では、障がい者の在宅勤務のあり方が
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他社も含めて課題となっています。松戸市では、これに関するオンラインセミ

ナーが予定されています。一般サラリーマンにもサテライトオフィスがあるの

で、障がい者にもその様な場所があると良いと思いました。（議題３関連）

○ 点字ブロック設置は進んでいるのか、気になります。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）

③

議 題 相談支援事例集「支援が必要な人に出会った時に見る事例集」について

協 議

内 容

第２回相談支援部会終了後、事例集作成の作業チームで複数回集まり、事例集案

を作成したので、意見を伺った。事例集は、自立支援協議会にて最終的にご意見

をいただき、完成版となる。

（主な意見）

○事例集の文言等の修正について

○P16.17 関係機関の相談窓口

事例とも合わせながら「P○の事例」と載せたり、分野別に「高齢」「障がい」

「こども」などで分けると見やすく活かしやすいものになると感じました。

○事例から想定する関係機関とのフローチャートも分かり易く、充実した内容に

なており、相談支援を始めた 4 年前にこれがあればとてもありがたく思いました

が、現時点でも大変感謝致しております。ぜひ、社内研修にて他の相談員にも共

有したいと思います。

○いつもどこでもテーマとなる、連携についはとても重要でありながらまだまだ

完璧ではない中で、視覚的に大変理解しやすく、的確な機関に迅速に連絡が取

れスムーズな支援チームが構成されると思われます。

○私の中では、保護者のご意向もあり、学校（普通校）との連携が構築されてい

ないので、今後の課題とはなっております。

○ P7 １．初回相談の内容

・2 行目は 33 歳の姉となっているが、2．想定できる関係機関とのつながりの図

上では、35 歳になっている。また、他の事例にも言えることだが、○歳と表記す

るのか、○0 代とするのかが統一されていない。

○ P8 2．想定できる関係機関とのつながり

・67歳女（祖母）が民生委員に相談し、民生委員のつながり先が社会福祉協議会

となっているが、民生委員さんから各地域包括支援センターに相談いただくこと

も多いと思われるため、地域包括支援センターを併記してもいいのでは。

○ 事例集はとても良く出来ていて、勉強になると思います。作業チームの皆様本

当に有難うございます。強いて難点を挙げると、この事例集は最初から良く読み

込まないと使いこなせない印象です。専門職向けとしてはこれで良いのかとも思

いますが、何か「クイック・レファレンス」の様なものがあっても良い様にも思

いました。

○ 事例集の作例ありがとうございます。相談員で回覧し、参考とさせて頂きます。

○ P2…ABC が３つ出てきていますが、それぞれが関連しているのか、関連してい
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ないのか、ここだけアルファベットであるので、わかりづらいかもしれません。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）

④

議 題 令和元年度・令和２年度相談支援部会の振り返り

協 議

内 容

令和元年度・令和２年度の相談支援部会の感想と次年度以降に議論していくべき

事項について、ご意見を伺った。

（主な意見）

○まずは相談支援員として若輩者の私にとって学習させて頂く機会を頂き感謝致

しております。毎回新しい情報や他事業所の実情をお聞かせ頂き勉強になりま

した。

○医療的ケア、介護者の高齢化、身体の方の就労先や住居問題、介護保険移行問

題等、地域課題が少しでも解決に繋がる方法を今後考えて改善して行ければと

思います。

○感想としては、今回初めて参加させていただき、時間も限られている中で、リ

ーダーや特に事務局が良くまとめて下さったものと思います。私たちが見えて

いない所で多くの課題があるのだと感じました。次年度以降の課題としては、

今回の活動を支援の専門職だけでなく、地域にどうつなげていくべきかを検討

してはと思います。例えば、市内の民生委員がどの様な活動をされているのか

お話しを聞く機会なども設けては如何でしょうか。

○今後について

・【議題１】でも触れたように次年度以降のコロナ禍かどのようになるが不透明で

すが、人が集まれない状況での会議のやり方について、検討してもらえばと思

います。

・またコロナ禍の相談支援の在り方・やり方についても検討してもらえばと思い

ます。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）
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部会活動報告
部会名 令和２年度 第３回 地域生活支援部会 ＊作業部会（無）

日 時 ※書面開催 （当初の予定）令和３年２月 12 日（金）

■報告事項

①

議 題 第４回自立支援協議会の協議内容の報告

協 議

内 容

第４回の自立支援協議会の内容について、事務局より報告をおこなった。

（主な意見）

○障がい理解促進の啓発動画については、グループホーム世話人向けなど、視聴

してもらいたいターゲットを絞って制作していただけるとよい。

○ウィーログ等、職員の中でこのような機能操作が得意な方がいればすぐに出来

るが難しいのではないか。

○定期的にミッテと拠点の活動状況等今後の部会でも報告してほしい。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）

②

議 題 令和元・２年度地域生活支援部会の振り返りと課題の整理

協 議

内 容

２年間の議論内容について、議題２資料にまとめ、地域課題や成果、今後の課題

について、各委員の意見を伺った。

（主な意見）

○マップを形として作れたことは部会にとってよかった。地域課題が広いのでで

きれば少人数で話し合いをした方がもう少しスピーディに解決できることもあ

るのではないか。

今後は拠点の面的な整備をどうしていくか、感染症対策も考えていかなくては

いけない。働く場所に関しては毎年卒業生がいる中でどのようにニーズに応え

られるのかも課題。

○地域生活支援拠点ができて、障がいを持った方や、家族が利用できる資源が市

内に増えたことは良かった。医療的なケア、医療行為の必要な方への対応がで

きる施設を増やしたり、できる仕組みを作る必要がある。

例えば、A 施設と B 病院が提携して、介護職と看護師の連携で利用者を支える

仕組みができると利用者の選択肢も増えるのではないか。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）

③

議 題 浦安はたらく場福祉マップの活用状況について

協 議

内 容

福祉マップを配布した事業所に活用状況や今後載せたい情報について調査を行

い、２４事業所から回答を得た結果を報告した。

（主な意見）

○「こんな情報があればなおよい」の自由記載に 12 の意見が記載されているが、
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この意見について具体的にどのように回答する予定か。

○改訂のタイミングは決まっているのでしょうか。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）

④

議 題 東野パティオ（東野地区複合福祉施設）の紹介動画について

協 議

内 容

市ホームページにて公開している複合福祉施設「東野パティオ」の紹介動画につ

いて紹介。

（主な意見）

○まだ知らない方もいると思うのでもっと広くアピールできればよい。

○わかりやすく、良い。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）

⑤

議 題 地域生活支援拠点の運用状況（速報）

協 議

内 容

令和２年 11 月１日から運用を開始した地域生活支援拠点の運用状況（速報）につ

いて報告した。なお、地域生活支援拠点への各事業所の登録状況は随時、市ホー

ムページにて公表している。

（主な意見）

○緊急受け入れに関する相談が６件で実際に受け入れに至った２件、至らなかっ

た４件についての課題などを知りたい。

○たくさんの事業所が登録されているので今後どのように協力できるのか、また

協力した案件等今後の部会で報告できればよい。

○利用契約の無い方や、福祉につながっていない方のいざと言う時の対応につい

ては検討する必要がある。

協 議

結 果

☑審議終了  □継続審議

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（ ）
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議題２ 令和３・４年度の自立支援協議会の組織について

１ 背景

・令和３年（2021 年）４月に、地域共生社会の

実現のため「社会福祉法」の一部改正が施行

され、地域における包括的相談支援体制の強

化や、アウトリーチによる引きこもり対応の

強化、住民同士の交流拠点の開設支援、関係

機関の連携による一体的支援など、重層的支

援体制の整備などに取り組むこととされまし

た。

・これらの法改正や国の指針等を受け、「浦安

市障がい者福祉計画」において挙げている

「今後の市の課題」を解決していくため、自

立支援協議会及び各部会において、今後、よ

り具体的な課題について検討していく必要が

あります。

２ 改正案概要

次年度の自立支援協議会及び各部会の目的、課題等については、現在市の課題として考えら

れている特定のテーマの解決を目的に、現状よりも具体的な課題の提示をし、検討することと

します。各部会で検討する課題等について、以下のとおり案を作成しましたので、ご意見をお

聞かせください。

・自立支援協議会では、現在の課題に加え、地域生活支援拠点の運用について報告を受け評価と

検証を行う。

・権利擁護部会は、相談・権利擁護部会と名称を改め、現在、全国的に課題となっている「8050

問題」等の事例も交えて包括的・重層的な相談支援体制についての課題整理と対応、障がい者

等の権利擁護に係る事項等について検討する。

・こども部会では、サポートファイルのあり方と活用策についての検討、従来、支援の対象とさ

れてきた障害児に加え、不登校や引きこもり、発達障がいの疑いのある児童などを事例とした

発達に心配のある児童に対する支援について検討する。また、18 歳移行期の課題を洗い出し、

必要に応じて就労支援部会や地域生活支援部会との連携を図る。

・地域生活支援部会は２つの部会に分割し、就労関係に特化した就労支援部会を新たに設置し、

就労に関する現状把握と課題整理について検討する。また、18歳未満の高校生等における将来

の進路としての一般就労や福祉的就労（生活介護含む）の課題を洗い出し、必要に応じてこど

も部会との連携を図る。

・地域生活支援部会では、グループホーム、一人暮らしの支援など、住まい方等に係る諸問題の

解決に向けて協議、長期入院や施設入所している方の地域移行、地域定着、福祉サービスの資

源についてについて検討を行う。

・相談支援部会は、基幹相談支援センターが実施する実務者会議等に機能を移し、基幹相談支援

センターを中心に相談支援機関が把握した地域課題の整理を行い、協議会及び部会に報告を行

う。また、各部会における諸課題を把握し相談支援場面に活かすとともに、よりよい地域づく

りを目指して協議会及び各部会と有機的な連携を図る。

・各部会は独自にアンケート調査や団体ヒアリング等も実施し、根拠を持った報告ができること

を目指す。

・基幹相談支援センター、多機能拠点、市の委託事業者等は必要に応じて各部会に参画し、市の

地域課題を把握するとともに、各事業における工夫や改善を図る。

・各部会のリーダー、サブリーダー、基幹相談支援センター、多機能拠点は、協議会前に会長・

副会長に報告し協議会における論点整理を行う。

核家族化・
地域社会とのつ
ながりの希薄化

グレーゾン問題
等・制度の狭間

福祉人材の不足・
専門性の不足（医療的ケア・

行動障がい等）

障がいや障がい
のある方への理

解不足

触法障がい者・
ゴミ屋敷問題・

依存症問題

こどもへの支援
ニーズの多様化

経済的不安定

精神障害者にも対応
した地域包括ケアシ

ステムとの連動

縦割り行政の壁を
超えたチーム作り

自立支援協議会・
地域生活支援拠点

の活用

家族の多問題化障がい者の
重度化・高齢化・重複化

多様な住まいの場の不足
グループホームや住居支援の不足

図 本市の主な課題

◆社会的孤立

◆生活困窮

◆サービスや医療につな

がらない

◆引きこもり

◆親亡き後への不安

◆8050 問題 など

障がいのある方が住み慣れた地域で安心して生活できるために・・・

課題解決に向けて
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自立支援協議会及び各部会の目的及び主な課題について

令和３年度（改正案）
自立支援協議会

目的 主な課題

障がいのある人もない人も共に暮
らしやすいまちづくりに関し、関
係機関による定期的な協議を行
う。

地域課題の整理と対応に関する事項

基幹相談支援センター等の事業について
の検証及び評価

地域生活支援拠点の評価と検証について

相談・権利擁護部会

目的 主な課題

障がい者の包括的な支援体制の構
築と権利擁護について協議を行
う。

8050 問題を事例とした包括的な支援体
制について

障がい者等の権利擁護に係る事項等につ
いて

こども部会

目的 主な課題

生まれてから 18 歳になるまでのこ
どもへの支援を協議し、ライフス
テージに合わせた必要な支援と関
係機関のスムーズな連携を図る。

サポートファイルのあり方と活用策につ
いて

発達に心配のあるこどもへの支援につい
て

就労支援部会

目的 主な課題

障がい者が働く上での諸問題の解
決に向けて協議を行う。

就労に関する現状把握と課題整理につい
て

18 歳未満の高校生等の進路について

地域生活支援部会

目的 主な課題

障がい者の住居等に係る諸問題の
解決に向けて協議を行う。

利用ニーズに応じた住まいの場について

地域定着・地域移行に関する事項につい
て

福祉サービスの資源について

本人部会

目的 主な課題

当事者間の情報交換を行い、相互
理解を図るとともに、地域課題を
提案する。

情報交換に関する事項

地域課題の提案に関する事項

令和２年度
自立支援協議会

目的 主な課題

障がいのある人もない人も共に暮ら
しやすいまちづくりに関し、関係機
関による定期的な協議を行う。

地域課題の整理と対応に関する事項

基幹相談支援センター等の事業につい
ての検証及び評価

権利擁護部会

目的 主な課題

障がい者の権利を擁護するためのネ
ットワーク作りと啓発・広報活動を
行う。

障がい者の権利擁護に係る啓発・広報
に関する事項

障がい者虐待防止に関する事項

成年後見制度の普及に関する事項

障がいを理由とする差別の解消に関す
る事項

こども部会

目的 主な課題

生まれてから 18 歳になるまでのこ
どもへの支援を協議し、ライフステ
ージに合わせた必要な支援と関係機
関のスムーズな連携を図る。

教育と福祉の連携に関する事項

相談体制の充実に関する事項

相談支援部会

目的 主な課題

相談事例の検討や課題の解決につい
て協議し、相談支援事業の充実と相
談支援事業所の連携を図る。

サービス等利用計画等の質の向上に関
する事項

相談支援事業の充実に関する事項

地域生活支援部会

目的 主な課題

障がい者の就労・住居等地域生活全
般に係る諸問題の解決に向けて協議
を行うとともに障がい福祉サービス
事業の充実を図る。

障がい者の就労に関する事項

障がい者の住まい・地域定着に関する
事項

障がい者の地域でのくらし全般に関す
る事項

本人部会

目的 主な課題

当事者間の情報交換を行い、相互理
解を図るとともに、地域課題を提案
する。

情報交換に関する事項

地域課題の提案に関する事項



■令和２年度地域生活支援拠点事業実績（速報値※令和３年２月１日時点）

令和３年２月１日時点の地域生活支援拠点の事業実績について、以下のとおり報告します。拠点への登録事業所については、今後、

事業所説明会等を通じて、参加を呼び掛けていきます。

○登録事業所

総数 内 訳

事業所数 ３３
相談 ＧＨ 短期入所 生活介護 就労系 その他

９ ２ ３ ４ ３ １２

○（仮称）「地域生活支援拠点事業連携会議（※）」（令和２年 11月１日～令和３年２月１日）

総件数
主 催 内 訳

基幹相談支援センター 他支援機関

実件数 延件数 実件数 延件数 実件数 延件数

実 績 ２ ３ １ １ １ ２

※住み慣れた地域で安心して生活できるよう、関わっている支援機関だけではなく、地域生活支援拠点全体での支援体制を構築したい

場合、当該支援機関から関係機関を招集、会議を開催し、地域生活支援拠点全体での支援策を講ずることを目的とする。

○緊急対応（令和２年 11月１日～令和３年２月１日）

総件数
内 訳

事前登録済 未登録

実件数 延件数 実件数 延件数 実件数 延件数

緊急駆け付け（緊急時支援事業） ２ ４ ２ ４ ０ ０

緊急受け入れ（短期入所） ３ ３ ０ ０ ３ ３

令和 3 年 3 月 10 日 第５回自立支援協議会 議題（３）資料


